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1 脳梗塞が起こる理由とそのメカニズム

2 脳梗塞の分類

1章 脳梗塞の分類と初期評価

3 病型別の特徴とアセスメントのポイント

①ラクナ梗塞（軽症にみえて落とし穴が多い）

②アテローム血栓性脳梗塞（進行性悪化）

③心原性脳塞栓症（突然・重症・広範囲）

脳梗塞診療は、発症直後の一刻を争う対応から、再灌流後の全身管理、再発予防、退院支援、生活再建まで、切れ目なく

続いていきます。そのなかで看護師は、患者さんのいちばん近くでわずかな変化をとらえ、治療を安全に支え、不安のなか

にいる患者さん・ご家族に寄り添う存在です。だからこそ、病態や治療を理解することはもちろん、「いま何が起きているの

か」「次に何を備えるべきか」を考えながらかかわる力が求められます。本特集では、病態、診断、急性期治療、薬物療法、

後遺障害への支援、地域連携までを1冊で整理し、症例を通して日々の看護実践に結びつく知識を学べる構成としました。

脳梗塞看護の「なぜ」と「どうする」がつながり、日々のケアをより確かなものにする内容です。
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2章 脳梗塞の診断と評価

1 診断の流れと看護師の役割

2 発症時刻と初期症候の評価

3 NIHSSで症候の変化をつかむ

4 脳梗塞の画像診断
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3章 脳梗塞の急性期治療と看護

1 脳梗塞の治療方針はこう決まる

2 血栓溶解療法（rt-PA）

【Column】新規血栓溶解薬 テネクテプラーゼへの期待
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3 脳血管内治療 榎本由貴子 岐阜大学医学部 脳神経外科 講師・臨床准教授

4 外科的治療

5 再灌流後の全身管理と脳保護

6 抗血栓薬の開始タイミングをどう決めるか

榎本由貴子

中島 誠

古賀政利

岐阜大学医学部 脳神経外科 講師・臨床准教授

熊本大学医学部 脳神経内科 特任教授

国立循環器病研究センター 脳血管内科 部長

4章 再灌流後の経過と再発予防

1 再灌流後の脳はこう変わる 慶應義塾大学 内科学（神経）教室 准教授伊澤良兼

2 再発予防のリスクファクター

3 退院後の治療薬とアドヒアランス

4 生活習慣の改善と行動変容を促すコツ

5章 脳梗塞の退院支援と回復期・生活期のケア

1 退院支援と地域連携

2 脳梗塞の後遺障害へのケア・支援

【Column】脳卒中ケアは地域でつなぐ時代へ

6章 症例で学ぶ脳梗塞 病型→治療→看護→家族支援

Case 1 広範梗塞でDOAC開始が悩ましい患者（心原性脳塞栓症）

Case 2 じわじわ悪化するアテローム・ICAS
            ―変化を見逃さない看護とDAPTの使いどころ

               （アテローム血栓性脳梗塞）

Case 3 出血性転化が心配な広範梗塞

            ―抗血栓薬をいつ再開するか（抗血栓薬再開）

Case 4 腎機能低下でワルファリンを選ぶ場面

            ―なぜDOACではないのか（DOAC vs ワルファリン）

Case 5 急性期に予後を問われる家族

            ―伝えすぎず、希望も残す説明のコツ

読者ターゲット 脳神経外科看護スタッフはじめ研修医、専門医、リハビリ担当スタッフ

急性期からリハビリまで、幅広い関わりを持つナースが看護機器を実質、選定しています。ＡＤポイント
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